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1 はじめに
近年，YouTubeやGoogle Videoなどといったビデ

オ共有サービスが盛んに提供されている．これらの
サービスでは，ビデオコンテンツの投稿や閲覧のため
の機能のみを提供するだけではなく，ビデオコンテン
ツに対するコメント付与・投票・評価・タグ付け等を
行うための機能や，ブログエントリー上でのビデオコ
ンテンツの埋め込みを支援する機能を提供しているも
のも多い．当研究室では，Synvie[1]というビデオ共有
サービスを試験的に提供†している．Synvieでは，「ビ
デオコンテンツを中心としたブログコミュニティの形
成を支援し，そのコミュニティにおける知的活動から
コンテンツに関連する知識をアノテーションとして収
集すること」を目的とし，既存のビデオ共有サービス
にはない新しい機能やサービスを提供している．特
に，任意の映像シーンに対するユーザコメントの投稿
やボタン評価などのアノテーション機能や，任意の映
像シーンをブログへ引用するためのインタフェースを
提供する機能などが新しい．また，それらを全ての編
集履歴をアノテーションとして蓄積している．本稿で
は，ユーザによる編集履歴と対応するコンテンツ（の
シーン）とを詳細に関連付けたデータをアノテーショ
ンと定義する．Synvieによって収集された，これらの
多様なアノテーションに基づくアプリケーションシス
テムを構築し，これらのアノテーションに基づくアプ
リケーションの有用性について議論する．

2 Synvieによって収集されるアノテーション
Synvie によって収集されたアノテーションを，対

象単位，行為，データ型で分類したものを表 1にまと
める．映像の任意のシーンに対するアノテーションを
シーンアノテーションと呼び，特に，コメント投稿を
シーンテキストアノテーション，画面矩形領域に対す
るコメント投稿をシーン領域テキストアノテーション，
ボタンによる評価をシーンボタンアノテーションと呼
ぶ．映像の任意のシーンを引用してブログエントリー
上でコメントを記述し映像シーンとコメントとの関連
付けすることをシーン引用アノテーションと呼び，特
に，連続するシーンを引用した引用アノテーションを
連続シーン引用アノテーション，連続しない複数シー
ンを引用した引用アノテーションを非連続シーン引用
アノテーションと呼ぶ．また，映像コンテンツ全体に
対するコメント付与をコンテンツテキストアノテー
ション，タグ付与をコンテンツタグアノテーションと
呼ぶ．それぞれのアノテーションに対応した専用のイ
ンタフェースを開発し，ユーザがそれぞれのアノテー
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ションに最適化されたツールを用途や目的によって使
い分けることができる．また，タイトルやコンテンツ
の紹介文などあらかじめ入力されているメタデータ情
報もアノテーションとして利用する．

Synvieによって取得されるアノテーションには以下
のような特徴がある．アノテーションの量はコンテン
ツの面白さや話題性などに依存しやすい．一般ユーザ
にとって関心のあるシーンにより多くのアノテーショ
ンが集まりやすいため，時間軸に対するアノテーショ
ン密度の偏りが大きい．また，アノテーションの質や
信頼性は，アノテーションを付与する人の知識や性格
に依存し，また，シーンアノテーションよりもシーン
引用アノテーションの方がよりテキスト品質が高いな
どアノテーションの編集法に依存することが分かって
いる．そのため，アノテーションの量や偏りにロバス
トであること，アノテーションの質は人や編集スタイ
ルに依存しやすいという特徴を考慮する必要がある．

3 アノテーションの解析
一般的に映像コンテンツの要約や検索，推薦といっ

たようなアプリケーションを構築する場合，それぞれ
のアノテーションやシーン間の関連性や重要性 (重み)
の値を計算することが重要である．
3.1 ブログエントリーに基づく意味的な関連性

Synvieの特徴の一つとして，パラグラフ単位に構造
化された，ビデオシーンを引用したブログエントリー
（ビデオブログ）を執筆できる点にある．一つのパラ
グラフ内において，複数の映像シーンを引用すること
が可能であり，そのパラグラフ内のコメントの意味内
容に基づき，それらのシーンは何らかの関連性がある
と推定できる．さらに，ビデオブログは映像シーンを
引用した複数のパラグラフから構成される．ユーザは，
何らかのテーマに基づいてブログエントリーを執筆し
ているため，それらのパラグラフ間には何らかの関連
性が期待できる．特に，二つのパラグラフ間で共通す
るキーワードが多く存在する場合，それらのパラグラ
フ間の関連性は強いと考えられ，キーワードの共起関
係からパラグラフ間の関連性を推定する．このことは
間接的に，それぞれのパラグラフの引用元映像シーン
間に共起したキーワードに基づく関連性があるといえ
る．これらの関係をグラフで表現すると図 1 のよう
になり，グラフ間の距離がそれぞれのアノテーション
やシーンの意味的な関連性を表し，検索や推薦などと

表 1: 公開実験によって取得されたアノテーション
対象単位 行為 データ型 アノテーションタイプ

投稿 単語 コンテンツタグ
コンテンツ 文 コンテンツテキスト

— コンテンツメタデータ
ボタン情報 シーンボタン

投稿 シーン領域テキスト
シーン 文 シーンテキスト

引用 連続シーン引用
非連続シーン引用



いったアプリケーションに利用可能である．

図 1: ブログエントリーとビデオのリンク

3.2 アノテーションとシーンの重み
本稿では，アノテーションの重みは，アノテーショ

ンの対象粒度，アノテータの信頼性，アノテーション
タイプから推定する．つまり，信頼できる人がより正
確にアノテーションを作成できるツールを用いて，よ
り粒度の細かい対象（コンテンツよりもシーン，長い
シーンよりも短いシーン）に対するアノテーションを
付与した場合に，より高い重みを与える．本来ならば
アノテーションの意味内容を加味したアノテーション
の重み付けをすることが望ましいが，本稿では意味内
容を考慮したテキスト解析は一般に困難であるため見
送った．将来的には実データを基に学習アルゴリズム
を用いることによってより正確な値を算出する予定で
ある．
また，映像シーンの重みは，より多くの，アノテー

ションの重みが大きいアノテーションから参照されて
いるシーンほど重要であると仮定し，それぞれのシー
ンを参照するアノテーションや引用の数，アノテーショ
ンの重みに基づいて決定する．

4 アノテーションに基づく応用
本実験によって取得されたアノテーションに基づく

応用の例として，新しい発想に基づく，ビデオシーン
検索システム，ビデオ推薦システム，ビデオスキミン
グシステムを提案する．従来のシステムには，自動映
像解析技術に基づくものや半自動アノテーション技術
に基づくもの等が存在するが，映像解析技術の精度や
コスト等で問題がある．本稿で提案する応用は，ユー
ザから収集したアノテーションテキストや，アノテー
ションとシーン間の関連性や重みに基づいて実現して
おり，映像解析技術の精度や人的コストの問題が発生
しないという利点がある．
4.1 映像シーン検索
ユーザは，検索したい対象を検索するために，一つ

ないし複数の検索キーワードを入力する．それぞれの
検索キーワード毎に全文検索を行い，そのキーワード
を含むアノテーションを列挙する．アノテーションを
検索することによって，間接的にビデオを検索しよう
とする試みである．
コンテンツ毎に，全文検索にマッチしたアノテーショ

ンについて考える．関連性の高い複数のアノテーショ
ンに対応する映像シーンは同じトピックに属している
可能性が高いため，それらの映像シーンを一つの検
索結果候補として扱う．検索結果候補内に属するアノ
テーションの重みの合計が，その検索結果候補の重み
とする．ただし，アノテーション数が少なく分散して
おり，検索結果のシーンを特定できない場合は，シー
ンを絞ることは困難であると判断し，コンテンツ全体
を検索結果とする．これにより，十分なアノテーショ
ンが存在しない場合にも検索漏れを防ぐことが可能に
なり，再現率の向上が期待できる．検索結果候補の重
みに基づき，検索結果のランク付けを行う．

検索結果の内容を理解するために，検索シーンと検
索キーワードに適したサムネイル画像を表示すること
が有効である．サムネイル画像はそれぞれの検索結果
に対して一定個数を表示する．なお，本システムでは
5個表示する．
サムネイル画像は，検索キーワードに合致したアノ

テーションに関連付けられているシーンに属するサム
ネイルを候補とする．ただし，サムネイル画像が一定
個数以上存在する場合には，そのサムネイル画像が属
する映像シーンの重みに基づいて絞る．ビデオシーン
検索システムのインタフェースを図 2に示す．

図 2: ビデオシーン検索インタフェース

4.2 その他の応用
映像と同期して関連性のある他のコンテンツのサム

ネイル画像とキーワード，及びその根拠となるブログ
エントリーを表示することによって，ビデオ推薦を行
うシステムを開発している．従来からあるソーシャル
フィルタリングを用いたコンテンツ推薦システムでは，
映像のシーン単位で推薦を行うのは困難であること，
サンプル数が少ない場合には必ずしも精度が良くな
いこと，さらに，推薦となる根拠を統計的にしか示す
ことができないなどの欠点がある．本システムでは，
ユーザが複数コンテンツを引用したビデオブログエン
トリーを執筆した情報を用いて，統計情報に頼らない
詳細なコンテンツ推薦を実現している．
さらに，ビデオスキミングシステムを開発している．

ビデオスキミングとは，映像の重要なシーンのみを通
常の速さで再生し，それ以外のシーンを早送りで再生
する仕組みである．これにより，映像の内容を短時間
で把握するのに適している．具体的には，映像シーン
の重みや意味的な関連性に基づき再生速度を決定する．
映像シーンの関連性は，重要なシーンに関連している
シーンは重要であるという考えに基づき関連する映像
シーンの重みを伝播させる場合や，関連しているシー
ンは内容の重複があるという考えに基づき映像シーン
の重みを減衰させる場合など，ユーザの目的や短縮し
たい時間によって使い分ける．

5 おわりに
本稿において，ビデオブログコミュニティから抽出

されたアノテーションに基づく応用システムをいくつ
か紹介した．今後の課題として，応用システムの評価
に基づく Synvieのアノテーションシステムとしての
有用性の検証と改良がある．
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